FeedBlog Script Version 3.1.0.0

更新日 : 2009/07/17

 1. イントロダクション

 1.1. 概要

FeedBlogをダウンロードいただきありがとうございます。FeedBlogは以下のような特徴を備えたスクリプトです。

1. RubyやPHP、Perl等のサーバーサイド技術を利用せず、JavaScriptのみで駆動するため、設置するサーバーに左右されません。

2. XMLをデータソースとして利用します。これは同時にXMLにアクセスすることで、Atom Feed 1.0形式のRSSとしても利用できます。

3. データソースであるXMLを更新するツールが同梱されています。これはWeb上からアクセス可能で、出力されるコード(XML)をアップロードすることで、日記が簡単に更新可能です。

4. 容量・動作が軽快な通常バージョン(jQuery-Only)と、EXT JSを利用することで見た目を派手にしたバージョン(jQuery + EXT JS)が存在します。


通常バージョン(jQuery-Only Version)
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EXT Jsバージョン(jQuery + EXT JS Version)
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 1.2. ライセンス

FeedBlog Normal/Light ScriptはGPLv3ライセンスで配布されます。

参考 : http://sourceforge.jp/magazine/07/09/02/130237
FeedBlog Scriptに変更を加え、なおかつ「第三者に配布する場合」のみソースコードの公開が要求されますが、JavaScriptという性質上ウェブスペースにアップロードされ、ほとんどのケースでユーザーはスクリプトを自由に閲覧することができます。第三者への頒布を行ったとしても、相当特殊なケースでない限りあなたが気にする必要はありません。

また第三者に頒布を行わない場合はソースコードを公開する必要はありません(が、このスクリプトを使用する大半のケースで、ユーザーはソースコードを閲覧可能です)。

 2. FeedBlog(EXT)の使い方

 2.1. 簡単な使用方法

 2.1.1. 日記ファイルのアップロード

Souceforge.jp等よりダウンロードしたZIPファイルを解凍すると、いくつもファイルが展開されます。

それらを全てFTP等でウェブサーバ上にアップロードしてください。最初に「試しに」試用する場合は、FeedBlog専用のフォルダを作ることをお勧めします。

 2.1.2. 日記の表示
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index.htmlにアクセスすると、xmlディレクトリ以下に初期添付されていた「diary.xml」の内容を読み込んで表示します。このdiary.xmlに日記の内容は記載されています。

「この記事にリンクする」をクリックすれば、直にその記事だけを表示するアドレスにアクセスすることが出来ます。

 2.1.3. ログの表示

「過去ログを表示する」をクリックしてコンボボックスから別のログファイルを読み込むと、読み込んだログの内容を画面に表示することが出来ます。

過去ログの情報はxmlディレクトリ以下の「loglist.xml」に記載されています。

[image: image11.emf]
ここではxmlディレクトリ以下の「samplelog.xml」を読み込んでその内容を表示しています。

 2.1.4. 日記の更新

generator.htmlにアクセスすると、日記更新用のファイルを作成することが出来ます。
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まずは既存の日記を記入し、あなたの記事を作成しましょう。

初期状態で「編集する記事名」を押すと、現在diary.xmlに書かれている記事が表示されます。これを一つずつ消すためには「選択中の記事を削除」を、全て消すには「全記事を削除」をクリックします。

ここでは全記事をどちらかの方法で消去してください。

その後、適当にタイトルと本文を記入してください。終わったらFeed基本情報をクリックしてください。開いたパネルにはサンプルログの情報が初期入力されています。ですので、入力欄にあなたのウェブページの情報を入力してください。
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入力し終えた後、「追加/編集」をクリックします。
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するとこのように入力した内容の「日記でのプレビュー」と、あなたの書き込みが反映された状態でのXMLファイルの内容がテキストエリアに出力されます。

テキストエリアの文字列を全部コピーし、メモ帳に貼り付けましょう。diary.xmlに上書きするのですが、その前に文字コードを必ずUTF-8に直してください。
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保存したdiary.xmlをFTPでxmlディレクトリ以下にアップロードしてください。アップロードアドレスにアクセスすると、正常にあなたの記事が表示されていることが確認できます。
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 2.1.5. ログを管理する

初期で付随してきたログはいらないはずなので、これを除去します。

xmlディレクトリ以下のloglist.xmlを開きます。

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>

<list>


<file>



<display>最新の記事</display>



<path>./xml/diary.xml</path>


</file>


<file>



<display>ログファイル(1)</display>



<path>./xml/samplelog.xml</path>


</file>

</list>

ぱっと見て分かるとおり、一つの<file>から</file>までがログの塊です。

ここでいらないのはログファイル(1)のほうなので、この要素を消去します。

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>

<list>


<file>



<display>最新の記事</display>



<path>./xml/diary.xml</path>


</file>

</list>

上書き保存してアップロードすれば完了です。

もしdiary.xmlの日記数が増えて、ログを分割したい場合は、この逆のことをしてください。<file>から</file>までを逆に書き足すことで可能です。

まず、diary.xmlをコピーして「log_001.xml」という名前で保存します。その後アップロードアドレスのgenerator.htmlにアクセスし、全記事を削除して記事を書いたら、出力されたテキストをdiary.xmlとして保存してください。

loglist.xmlは以下のように変更します。

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>

<list>


<file>



<display>最新の記事</display>



<path>./xml/diary.xml</path>


</file>


<file>



<display>過去ログ(1)</display>



<path>./xml/log_001.xml</path>


</file>

</list>

上書き保存した後、ファイルをアップロードすれば、ログの作成の完了です。

以上で簡単な説明は終了です。この後は「3.カスタマイズについて」を参考にデザインをあなたの設定に合わせたりと、楽しんでください。

 3. カスタマイズについて

 3.1. ディレクトリ構成

 3.1.1. Normal Version
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index.html
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generator.html
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※ 大括弧[]で囲ってある名前はディレクトリを示します

 3.1.2. EXT JS Version
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※ 大括弧[]で囲ってある名前はディレクトリを示します

 3.2. JavaScriptセットアップ

feedblog.js及びfeedblog_search.js(ext版も同様)、feedblog_gen.jsの最上位にある設定パラメータを自分の環境に合わせ設定してください。

feedblog.js

// ブログ本体のHTMLファイルの名前を記入してください

var blogUrl = "./index.html" … ①

// 最新の日記を示すパスへの文字列です。最新の日記を置く場所を変えたいときは変更してください。

var latestXml = "./xml/diary.xml"; … ②

// ログのリストが書かれたXMLのファイルパスを記入してください

var logXmlUrl = "./xml/loglist.xml"; … ③

// Ext jsパネルのサイズを記述してください

var extPanelWidth = 485; … ④

// ログを表示するコンボボックスのサイズを記述してください

var extComboWidth = 150; … ⑤

// 日記間のスパン(間隔)をPIXEL単位で記述してください

var entrySpan = 3; … ⑥

// 一画面あたりの表示日記数です

var showLength = 3; … ⑦

/**

 * XMLファイルから読み込んだファイルのバリデートモードを選択します。

 * 0 = 改行コード部分に<br/>を挿入

 * 1 = 改行コード部分に<br/>を挿入しない

 */

var validateMode = "1"; … ⑧

① 表示用HTMLの名称をindex.html以外にした場合のみ適宜変更してください。

② 最新の日記XMLファイルの名称を変えた場合のみ適宜変更してください。

③ ファイルリスト記述XMLファイルの名称を変えた場合のみ適宜変更してください。

④ パネルの幅を示す数値です。単位はピクセルです。

⑤ ログ切り替え用ボックスの幅を示す数値です。単位はピクセルです。

⑥ パネルの縦の間隔を示す数値です。単位はピクセルです。

⑦ 1ページあたりの日記の表示数を示す数値です。

⑧ 日記本文を表示する際、データソースの<content>要素内部の改行を、HTML上で表示する際改行するか否かを設定する変数です。

今からfeedblogを導入する方は「1」で運用することをお勧めします。

また前まで「0」で使用していた方は、feedblog_gen.jsを使用することで、容易にデータソースの改行部分に<br>タグを挿入し、「1」で運用することも可能です。
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feedblog_search.js

// ブログ本体のHTMLファイルの名前を記入してください

var blogUrl = "./index.html" … ①

// ログのリストが書かれたXMLのファイルパスを記入してください

var logXmlUrl = "./xml/loglist.xml"; … ②

// Ext jsパネルのサイズを記述してください

var extPanelWidth = 750; … ③

// 結果表示エリアの幅のサイズを指定してください

var resultAreaWidth = 784; … ④

// 検索フォームの幅のサイズを記述してください

var searchPanelWidth = 774; … ⑤

// ログを表示するコンボボックスのサイズを記述してください

var extComboWidth = 150; … ⑥

/**

 * XMLファイルから読み込んだファイルのバリデートモードを選択します。

 * 0 = 改行コード部分に<br/>を挿入

 * 1 = 改行コード部分に<br/>を挿入しない

 */

var validateMode = "1"; … ⑦

① 表示用HTMLの名称をindex.html以外にした場合のみ適宜変更してください。

② ファイルリスト記述XMLファイルの名称を変えた場合のみ適宜変更してください。

③ 検索結果として表示するパネルの幅を示す数値です。単位はピクセルです。

④ 検索結果を表示するエリアの幅を示す数値です

⑤ 検索フォームの幅を示す数値です

⑥ 検索結果として表示するパネルの縦の間隔を示す数値です。単位はピクセルです。

⑦ 日記本文を表示する際、データソースの<content>要素内部の改行を、HTML上で表示する際改行するか否かを設定する変数です。feedblog.jsの設定と一致させてください。
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feedblog_gen.js

// Feex XMLの<content>要素で、<br>を使用しているか？

var inputValidateMode = 1; … ①

// 出力時に<content>要素に<br>を付加するか否かを格納する変数

var outputValidateMode = 1; … ②

// ログのリストが書かれたXMLのファイルパスを記入してください

var logXmlUrl = "./xml/loglist.xml"; … ③

① 編集を行う際データソースの<content>要素内部の改行を、HTML上で表示する際改行として扱っているか否かです。feedblog.jsの設定と一致させてください。

② 出力結果として表示されるファイルの<content>要素内部の改行位置に<br>タグを挿入するか否かの初期値です。ユーザインターフェース上でこの値は変更可能です。原則①と一致させてください。

③ ファイルリスト記述XMLファイルの名称を変えた場合のみ適宜変更してください。

 3.3. ログファイルを増やす場合

loglist.xmlの構成を以下に示します。

<list>

<file>

<display>最新の記事</display>

<path>./xml/diary.xml</path>

</file>

<file>

<display>2009年5月</display>

<path>./xml/200905.xml</path>

</file>

</list>

 3.4. HTMLセットアップ

2.1章の「ディレクトリ構成一覧」のファイルを改造する場合などはこの章は読む必要ありません。今まで使用していたHTMLにFeedBlogを組み込む場合のみ、ここを読んでください。

以下の順番でHTMLにスクリプトをロードします。

Normal Version (検索画面ではfeedblog.js→feedblog_search.jsに読み替え)

<script type="text/javascript" src="./js/jquery/jquery-1.3.2.min.js">

</script>

<script type="text/javascript" src="./js/lunardial/feedblog.js">

</script>

　EXT JS Version(検索画面ではfeedblog_ext.js→feedblog_ext_search.jsに読み替え)

<link rel="stylesheet" href="./js/ext/resources/css/ext-all.css" type="text/css"/>

<script type="text/javascript" src="./js/jquery/jquery-1.3.2.min.js">

</script>

<script type="text/javascript" src="./js/ext/adapter/jquery/ext-jquery-adapter.js">

</script>

<script type="text/javascript" src="./js/ext/ext-all.js">

</script>

<script type="text/javascript" src="./js/lunardial/feedblog_ext.js">

</script>

Styleタグで日記表示枠のスタイル設定をします。

div.code {

    background: #f8f8ff;

    border: 1px solid #c8c8ff;

    padding: 10px;

    margin: 10px;

    margin-left: 0px;

    border-left: 5px solid #e8e8ff;

    font-size: 12px;

    line-height: 18px;

}

JavaScriptが実際にHTMLに描画するdiv要素をHTMLに書き込みます。必要なdiv要素を以下に示します。

表示用HTML(index.html)

<!-- 日記描画部分 -->

<div id="writeArea"></div>

<!-- ログ選択用ボックス表示部分 -->

<div id="logSelecter"/></div>

検索用HTML(search.html)

<!-- フォーム入力部分 -->

<div id="genForm">

</div>

<!-- 検索結果表示部分 -->

<div id="resultArea">

</div>

以上全てを設定し終えたら、HTTPサーバ上にファイルをアップロードして、アクセスしてください。

注意！ : スクリプトはHTTPサーバ上でしか動作しません。ローカル環境で動かすにはApache等でHTTPサーバを用意する必要があります。

HTMLに関しては付属のindex.htmlとsearch.htmlにこの設定と同様の設定をしていますので、そちらも参考にしてください。

 3.5. 更新プログラム使用方法

generator.htmlにアクセスすると、以下のような画面が表示されます。

[image: image20.png][ BERES>TL
€ | C|| ¥ http://127.0.0.1:8000/feedblog_ext/index.html

[ A b LE ARTESLY ]
[BHEATEAN TG ]
ggj:“t:f{‘;)ﬁ”’ﬁagﬁﬂ’ - Ry T RERMETD
HOERT ROMERT N (oL TR . v

@omAbW [2009-0606220517 .

ChiZa—F a5 TAALLS
BTEERTAENTEET .
TR 5 R T TR DR

=TT,

AT TT.

- CORORBIITTE

<< mmsEFT 3] ADIEERT >
1R B ORBERTE





「新規作成」を選択した状態でタイトルと本文を記入し、「追加/削除」ボタンを押すと、出力エリアに入力した記事が追加された状態のFeed XMLが出力されます。

この際「出力時、<content>要素の改行位置に<br>を挿入する」にチェックを入れると、出力されたXMLの<content>要素の改行位置に<br>が挿入されます。validateModeパラメタを0で運用していた方は、inputValidateModeを0にしてファイルを読み込み、このオプションにチェックを入れて出力することで、content要素を簡単に変換することが可能です。ちなみに逆の処理も可能です。

出力されたFeed XMLをコピーし、メモ帳に貼り付けて、必ずUTF-8エンコーディングで保存してください。


作成したファイルをFTP等でサーバ上にアップロードすれば、更新が完了します。

 4. 日記用XMLの書式

現在はfeedblog_gen.js(3.5章)で日記用XMLを出力できるため、4章は読み飛ばしても結構です。

XMLファイルはAtom Feed 1.0に従って書くのがもっとも好ましいですが、ここでは最低限スクリプトを動作させるのに必要な要素を解説します。

最低限度動作するXMLファイル(保存エンコード : UTF-8)

<feed>

<entry>

<id>http://yoururl.com/yourpageurl.html?2008-10-24T21:03:18+09:00</id>

<title>にっきてすと</title>

<updated>2008-10-24T21:03:18+09:00</updated>

<content>　この日記はテスト日記です。

　基本的な機能、及び正常に表示できているかを確認するのにご使用下さい。

</content>

</entry>

</feed>

一つの日記は<entry>～</entry>という単位で作成します。


[image: image7.emf]要素名 説明 書式

id

title

日記のタイトルを示す 自由な文字列

updated

日記の更新日を示す

YYYY-MM-DDTHH:mm:ss+09:00

content

日記の本文。タグが使用できるが、 無し

改行位置に自動挿入される

日記固有のidで、同じ物が存在してはいけない擬似URLを入れることを推奨。又は完全なuuid

例 : [URL]?[YYYY-MM-DDTHH:mm:ss+09:00]

RFC3339形式に準拠(必須)

validateModeが0の場合、改行タグが


以上のパラメタがあれば正常にFeedBlogスクリプトは動作します。しかしこのXMLファイルをRSSとして配信したい場合は、以下の形式にすることを推奨します。

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>

<feed xml:lang="ja-jp" xmlns="http://www.w3.org/2005/Atom">

<title type="text">さんぷる</title>

<subtitle type="text">このファイルはサンプルのファイルです。</subtitle>

<link rel="self" type="application/atom+xml" href="" />

<link rel="alternate" type="text/html" href="http://www.yourdomain.com/index.html" />

<updated>2009-01-27T22:07:10+09:00</updated>

<id>http://www.yourdomain.com/index.html</id>

<rights type="text">Copyright (c) YYYY, [Please input your name.]</rights>

<author>


<name>Please input your name.</name>


<email>Please input your e-mail.</email>

</author>

<entry>

<id>http://yoururl.com/yourpageurl.html?2008-10-24T21:03:18+09:00</id>

<title>にっきてすと</title>

<summary>この日記はテストです。</summary>

<published>2008-10-24T21:03:18+09:00</published>

<updated>2008-10-24T21:03:18+09:00</updated>

<link href="../index.html#http://yoururl.com/yourpageurl.html?2008-10-24T21:03:18+09:00" />

<content type="html">　この日記はテスト日記です。

　基本的な機能、及び正常に表示できているかを確認するのにご使用下さい。

</content>

</entry>

</feed>

Atom Feed 基礎情報
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title

ウェブページのタイトルを示します 自由な文字列

subtitle

ウェブページの簡単な説明を示します 自由な文字列

link rel=”self”

link rel=”alternate”

updated

ウェブページの最終更新日を示します

YYYY-MM-DDTHH:mm:ss+09:00

id

rights

ウェブページの著作権表記を示します 自由な文字列

author/name

ページを書いている人の名前を示します 自由な文字列

author/email

ページを書いている人のメールアドレスを示します 自由な文字列

このXMLファイルのウェブ上でのパスを示します XMLファイルのパス

ウェブページのURLを示します ウェブページのURL

ページを識別するidを示します ウェブページのURL


entry要素(上記必須以外の物)
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summary

日記の簡単な説明を示します 自由な文字列

published YYYY-MM-DDTHH:mm:ss+09:00

link

日記の出版日付を示します(不変)

日記へのアクセスURLです

feedblogでは、[表示用HTMLのパス]#[entryのid]でアクセスが可能です


 5. 製作者・バグ報告など

FeedBlog ScriptProject < http://sourceforge.jp/projects/feedblog/ >

Author : 氷雨 紅葉 < http://lunardial.sakura.ne.jp/ > &

         成瀬 ゆい < http://airemix.com/  >


バグを発見したらぜひご報告ください。私たちは常にソフトウェアのバグをなくすため、あなたの助けを必要としています。

バグは公開討議フォーラム < http://sourceforge.jp/forum/forum.php?forum_id=17046 >もしくはProject管理者のメールアドレス < lunardial@hotmail.com >までお寄せください。
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